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1. はじめに 有明海北西岸低平地では，有明海沿岸道路の整備が進められており，軟弱地盤対策技術の確

立が急務の課題になっている．橋梁部の基礎，ドレーンや固化材による深層混合処理工法においては，しば

しば軟弱地盤から生じる多量の建設発生土の取り扱いを余儀なくされる．有明海近接の地域における一大事

業のため，周辺環境への一層の配慮が求められることになる．しかし，建設発生土から生じる地盤環境的問

題については未解決のものが少なくない 1)．本報では，完新統中の溶存シリカに着目し，その溶出・固定に

関する一連の実験を行った結果について述べる． 

 

2. 溶存シリカと実験方法 本研究の対象とする軟弱地盤は完新統であり，海成の有明粘土と非海成の蓮池

層上・下部によって構成されている．堆積環境に関する既往の研究から，当該粘土中には珪藻遺骸や火山ガ

ラスからなる非晶質シリカが多く含まれているのがわかっている．実験試料には，対象地域における平面的・

深さ的性質の分類 2)に基づいて，久保田地区および福富東地区から得られたボーリング試料を用いた．前者

は地盤特性および地盤環境特性が変化しつつある地区，後者は両特性ともに変化してしまっている地区と考

えることができる．各地区における深さ 4，6，8ｍの試料に対し，改良前の初期特性に関する把握を行った．

次に，同一試料に対して 50kg/m3の配合量による生石灰処理を行い（JGS 0821-2000準拠），一軸圧縮試験（7

日および 28日養生かつ各々2試料／深さ）およびこれと同一条件・数量のものを非撹拌抽出試験 3)に供した．

抽出試験の際，供試体から溶出する溶存シリカの実験上の飽和状態を避けるために，供試体体積：養生水体

積＝1：10の割合になるよう，容器に養生水を満たした．現位置における建設発生土の保管状況を想定して，

養生水には河川最上流から採水し天水（雨水）と位置づけたものを用いた．抽出試験中は 20土 3℃の室温の

もとで暗室保管を保ち，所定の期日に養生水を少量ずつ採水し，pHおよび溶存シリカの分析に供した．この

分析には多項目水質分析計を用い，吸光光度法におけるモリブデンブルー比色法 3)に従った． 

 

3. 実験結果と考察 改良前の初期特性および改良後の一軸圧縮試験 quiの結果を図―１に示す．改良前の一

軸圧縮強さ qu0については，シンウォール開封直後に測定している．塩濃度，pH，ORPおよび溶存シリカ濃

度は改良直前の撹拌土の値を用いている．これらの結果から，両地点における主な違いは塩濃度，溶存シリ

カ濃度および quiに現れている．quiに及ぼ

す塩濃度の影響が知られている 4)が，本結

果ではむしろ溶存シリカ濃度と qui との間

で明瞭な相関関係が認められる．また，堆

積当初の有明粘土における溶存シリカの値

を平均 150μg/L程度 5)と見なしてよいなら

ば，本検討における溶存シリカ濃度はその

1～1.7倍に相当し，高い濃度の状態にある．

以上のような試料の非撹拌抽出試験を行っ

た結果が図―2(a)～図―3(c)である．各図に

は，天水の値を破線で併記している．本検

討から，改良しない試料であってもシリカ 図―1 初期特性と一軸圧縮強さ qui 
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の溶出が生じることがわ

かった．次に，qui28 の結

果についてはまだ経過を

見守っている状態である

が，概ね 14日経過以降か

ら溶存シリカは 200μ

g/L 付近でそれ以上の溶

出を抑制する傾向を示し

ており，pHは天水の値に

向かって低下しているこ

とがうかがえる．図―4

は，図―2(a)～図―3(c)

の経過日数 21 日におけ

るシリカ溶出量のピーク

値 の 比 rSi28/rSi7 と

qui28/qui7 の比の関係を求

めたものである．この図

から，改良前の溶存シリ

カ濃度の低いものほど，

かつ改良土の養生日数 7

日目から 28 日目にかけ

て強度発現を増すものほど，溶出する

シリカ量は抑えられていることがうか

がえる．同様の視点で pH28/pH7 と

qui28/qui7 の関係をまとめたのが図―5

である．強度発現を増すものほど pH

の低下を示すことがわかった． 

 

4. まとめ 本報で得られた知見を要

約すると，次のとおりである．1)生石

灰で改良した一軸圧縮強さ quiについて， 

改良以前における試料中の溶存シリカ濃度と quiとの間で相関性が認められた．2)改良しない試料においても

シリカの溶出が生じることがわかった．3)改良土の養生日数 7日目から 28日目にかけて強度発現を増すもの

ほど，溶存シリカの溶出や pHによる地盤環境への影響は抑えられると考えられる． 
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図―2(a)  久保田 4m

図―2(b) 久保田 6m 

図―2(c) 久保田 8m 

図―3(a) 福富東 4m 

図―3(b) 福富東 6m

図―3(c) 福富東 8m

図―4 rSi28/rSi7と qu28/qu7の関係 図―5 pH28/pH7と qu28/qu7の関係
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